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概要　光感受性物 質で あ る、hematoporphyrin誘導体 （HpD ）と argon ・dye レ ーザー
照射に よ る光化学療

法 （photoradiation　therapy，　PRT ）を外陰部腫瘍 4例，腟癌 1例，子宮頚癌 1例 ， 子宮頚 部上皮内癌
（carcinoma 　in　situ，　CIS） 8 例に対 し て施行し，以下 の 結果を得た．

　1） HpD 全身投与群で は腟癌 1例が PRT 後，6 ヵ 月現在 ，
　CR を示 し， 外陰癌 2例 が PR ， 外陰癌 1例 ，

外陰ペ ージ ェ ッ ト病 1例が，NC で あ つ た．組織学的効果 と して は 腫瘍組織の 変性 ， 壊死 が み られ ， 細胞

変化 と し て は核が pyknoticに 濃染萎縮す る細胞 と淡染膨化す る細胞が 主 に み られた ．腫瘍体積の 大き
い 症例，腫瘍表面が正常上 皮で お お わ れ て い る症例，ペ ージ ェ ッ ト病 な ど HpD 取 り込 み に 問題がある症

例は PRT の 適応で は な い と考え られ た ．

　2） HpD 局所投与群で は PRT 後 の コ ル ポ 診 断 と手術摘出標 本 の 組 織学的検索よ り，　 CIS　2 例で CR ，
子宮頚癌 1例 ，．CIS　6例 で PR を示 した，

　CR を示 し た 症例 は HpD 局注 に よる局所投 与群 で あ り，コ ル ポ診で は病変部は頚管内に は な く，外子

宮 口 よ り外側に 確認された．

　PR を示 した 2例 は glandular　involvementと し て ， 1例は頚管内病変と し て腫瘍 の 残存が認 め られ

た．HpD 局注 に よ る PRT は 副作用を防げる点 ， 効果の確実性か ら，　PRT の
一方法 として有効 と考 えら

れ た．

　以上 よ り，
PRT の 臨床応用 に 際 し て は 適応症例 の 選択 と と もに

，
　HpD 投与法 の くふ うに よ る腫瘍組織

へ の HpD の 取 り込 み 改善お よ び，組織浸達性 の す ぐれ た レ ーザ ー
器機 の 開発が 望まれ た，

Sym 圃 8　 Photoradiation　therapy （PRT ），　in　which 　h  atol 脚 hyrin　derivatives（HpD ）are 　activated 　by　an

argon −dye　laser，　was 　pe   omed 　on 　su 面 ciai 　or 　subcutaneous 　t  ors 　in　4 四 lvar　carcinoma
，
1vaginai

carcinoma ，1invasive　cervical 　carcinoma 　and 　8　carcinoma 　in　situ （CIS）of 　the　uterine 　cervb 【．

　1｝ In　PRT 　with　intravenous　administration 　of 　HpD ，　PRT 　obtained 　complete 　response （CR ）in　one 　vagina 豊

carcinoma 　with 　．fQllow　up 　to　6　rnonths 　 HistDlogical　examination
，
7　days　after 　PRT ，　revealed 　swelling 　and

ed   a　o価 e　tumor ，曲 owing 　degenerated　cells 　with 　pyknotic　nudei 　or　weakly 　stained ，　swo1 且en 　nuclei ．
2） In　PRT 　with 　local甸 ection 　or　1  al　attac     t　o田 pn 面 omed 　on 　9   rvical 　carcin 。ma ，　PRT

obtained 　CR 　in　2　CIS 　and 　PR 　in　7　carcinoma ．

　3） Aside 　effect　with 　PRT 　was 　found　in　a　pati  t　who 　received 　intravenous　administration 　of　HpD ．　 All
patients　who 　r  eived 　PRT 　with 　local　administration 　of　HpD 　were 　free　of　side 　effects．

　4） PRT 　 could 　be　used 　as　a　primary 　treatlnent　or　upon 　tumor 　recurren   fo1且owing 　conventional

modalities 　 such 　 as 　surgery ，　 chemotherapy 　and 　radiation 　therapy，　 In　 carrying 　 out 　 PRT ，　 selection 　 of

patienbS　and 　improvernent　of　photosenSitizing　agents 　and 　laser　eqtiipment　were 　most 　important．
Key 　wordS ： HpD ・Argon−dye　laser。PRT ・Antitumor　effects

　　　　　　　　　 緒　　言

近年 ， 医学分野で の レ ーザ ー光 の 利用 は め ざま

し く， そ の 利用 は 診断用 ， 治療用 と広範囲に 及 ん

で い る．

　 レ ーザ ー装置は そ の 発生媒質 の 種類に よ つ て 気

体 （CO2，
　Argon ，

　He ・Ne な ど）， 固体 （Nd ・YAG
，
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Ruby ，
　Glassな ど）， 液体 （色素，有機キ レ ー トな

ど） レ ーザ ーな どがあ る．

　 レ ーザ ー光の 特性 として は熱作用 ， 圧力作用 ，

光 とし て の 作用 な どがあ り（裹 1）， その うち ， 熱

作用 と圧力作用 を主 に利用 した ，CO2 レ ーザ ー
，

YAG レ
ーザ ーな どは外科領域に お い て広 く臨床

応用 されて い る
1）4）．

　
一

方 ，
レ
ー

ザ
ー
光励起に よ る生体の 光化学反応

を診断 ， 治療に 応用 し よ うとする試み が近年 ， 急

速 に 発展 しつ つ ある
7）−9）11）12）17）．

　す なわ ち，腫瘍親和性光感度受性物質 として

表 1 ．レ
ーザ ーの 生 体へ の 作用機序

8》

hematoporphyrin　derivatives（以 下 HpD と 略

す）を用い
， 励起 レ

ー
ザ

ー
光線照射に よ り腫蕩 の

治療を 行 う方法で ある．こ の 場合 の レ
ーザ ー

光は

熱 エ ネ ル ギ
ー

の 利用℃は なく， 光化学反応を起 こ

す た め の 励起光線 と し て の 利用で あり，す ぐれた

効果を 示す特性を有し て い る了
）8）17）

．
．
著者らは婦天科各種悪性腫瘍に対 して こ の 光化

学療法 （photoradiation　therapy以下 PRT と略

す）を臨床応用 し
，
PRT の 婦人科領域に お け る有

用性お よび問題点に つ い て検討した ．

　　　　　 治療対象 と方法 （表 2）

　 1．対象

　外陰部腫瘍 4 例 （ペ ージ ェ ッ ト病術後再発例 1

例 ， 扁平上皮癌， II期 1例，　 III期 1例，　 II期術後

再発例 1例）， 腟癌 1例 （扁宰上 皮癌 II期）， 子宮

頚部上 皮内癌 （carcinoma 　in　situ ，
　CIS） 8例 ， 子

宮頚癌 1 例 （扁平上皮癌 II期） の 計 14例で ある ．

　 2．治療方法

　 i） HpD の投与法

　 a）全身投与

　外陰部 腫 瘍 4 例 ， 腟 癌 1例 に 対 して は HpD

（Photofrin，　 Oncology　Research　＆　Develop−

ment
，
　Inc

，
　Cheektowaga

，
　New 　York）2．5mg ／kg

を静注 し
，
48， 72時間後の 2 回 ，

レ
ーザ ー

照射を

行つ た ．

　 b）局所投与

表 2　PRT の 治療成績

　 　 　 Radiation：Time　20〜40min，　 Power 　150−−200mW ．

No ． AgeSite 　 oポ mmor Stage Dose ＆ Method 　of 　HpDResponse

163 Vulva II 2．5mg／kg　i．v． PR

262 Vulva Recurrence 2，5mg／kg　i，v． PR

358 丶亀1va m 2，5mg ／kg　i．v． NC

477 穐 1va Paget’s 　D ． 2．5mg ／kg 　i．v． NC

561 Vagina II 2，5mg ／kg　i．v． CR

65   Cerv正x Hb Local　apPlication PR

735 Cervix 0 LQcal 　apPlicat 正on PR

856 Cervix 0 Local　apPlication PR

937 Cervix o Local 　apPlication PR

1037 Cervix 0 30mg 　Local 　inj  tion CR

1140 Cervix o 30  Local　injection CR

1239 Cervix 0 3〔  gLocal 　i【ゴection PR

1350 Cervix 0 30  Local　injecti  PR

1442 Cervix 0 30mg　Local　inj  tion PR
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　HpD の 全 身投与 に よる矧作用で南る光線過敏

症を避け るた め
，

’HpD の局所投与 を行 つ た．方法

とし て 子宮頚癌 1例 ， CIS　3例 に灣して は HpD

を十 分しみ込ま せ た タ ン ポ ン 巻病変部に 24時間密

着 させ
，
HpD を取 り込ませ た．　CIS　5例に 対し て

は コ ル ポ ス コ ピーで 確認 した病変部の周囲皮下 ，

1〜10mm の 深さ に HpD を 6cc（30  ）分注 した ，

投与後 ，
24，48時 間後 の 2回 ，

レ
ーザ ーを照射 し

た．

　ii） ア ル ゴ ン ダイ レ ーザ ー照射

　ア ル ゴ ソ ダ イ レ ーザ ー （Sp  tra　ph罪 ics社）
5）

を肉眼お よび コ ル ポ ス コ ピ ー
で 確認した病変部に

150〜20晦
fWatt

／cm 妨 出力で 20− 40分間照射 し

た．

　3．効果判定

　手術適応の 外陰癌 II期 1例 ， 子宮頚癌 1例，　CIS

8例 に つ い て は PRT 後 ， 7 〜10日で手術摘除を

行 い
， 摘出標本 の 亜連切に よ り， 手術不 適例 につ

い で は 生検に よ り， 各々 組織学的効果を検討し た
．

効果判定で は CR （complete 　response ）は瞋疹の

完全な消失 が手術摘出標本ま牝 は細胞診 ， 緯縫診

な どに よ・り臨床的に 確認 された もの
，
PR ．（partial

response ）は腫瘍の 縮小お よび 組織学的に PRT

に よ る変性 ， 壊死 が明 らか に認め られた もの ，NC

（nol　change ）は 臨床的に も組織学的に も効果 の 認

め られ な か つ た もの を示 す．

　4．その 後の 治療

　手術不適例 に つ い て は PRT の 効果判定後，症

例 に よ り放射線療法 ， 化学療法を 施行 した．症例

5 の 腟癌に つ い て は 骨盤内 リ ン パ 節 へ の 転移 の 可

能 性 もあ り，PRT 後， 1 週 間 で 骨 盤 外 照 射

（Linac）5 ，000radsを施行 し， 細胞 診 ，
コ ル ポ診 ，

組織診に て 経過観察 を行つ た．

　　　　　　　　　成　　績

　1．HpD 全身投与群

　D 肉眼的効果

　症例 1 ， 2 の 外陰癌で は 明 らか な腫瘍 の 縮 小 と

腫瘍表面 の 壊死 化がみ られた ．症例 3 ， 4 は照射部

の 発赤 を認め る の み で 腫蕩 の 縮小は み られ なか つ

た ．症例 5 の 腟癌 で は PRT 後， 6 ヵ 月現在 ， 内診，

コ ル ポ診に て 腫瘍の 残存は認め なか つ た ．写真 1

写真 1 左 ：症例 5 ，腟癌 II期 の 治療前 の コ ル ポ 像

　 　 　 右 ：同 PRT 後，3 ヵ 月 目の コ ル ポ 像

写真 2　症例 1 ，PRT 後 ， 3 日 目の 組織像（HE 染色 ，

　 × 100）

左 は 同症例 の PRT 施行前の コ ル ポ像で あ り，腫

瘍表面 は浮腫 状 ， 易 出血性を 示 した．右は PRT

後 ， 3 ヵ 月 目 の コ ル ポ像で あ り， 腫瘍の 残存を示

す所 見は み られ な か つ た．

　 ii）組織学的効果

　症例 1 ， 2 で は PRT 後 ， 3 日目で 腫瘍細胞の 核

は濃染萎縮す る もの
， 淡染膨化す る もの な どを示

し ， 組織学的に 変性，壊死像を示 した （写真 2，3）．

同症例 の PRT 後 ， 3 日 目 の 細胞診で は組織像 と

同様に 小型で 濃染萎縮した 核を有す る細胞 と強 い

変性の た め ，核は 膨化 し ， 両染性 を示 す細胞が主

に 認め られた （写真 4 ）．症例 3 ， 4 は 組織学的 に

明 ら か な変性像を認 め な か つ た．症例 5 は PRT

後 ， 3 日目で 組織学的に 変性像を認め ， 3 ヵ 月後

の 組織検査で は 腫瘍 の 残存 は認め なか つ た．

　iii）総合効果判定

　肉眼的 お よ び組織学的効果判定 に よ り， 表 2 に
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写真 3　症例 1
，

PRT 後，
3 日 目の 組織像 （強拡大）

　（HE 染色 ，
　x400 ）

写真 4　症例 1，PRT 後，3 日 目の 細胞像（pap 染色 ，

　 x400 ）

示す如 く， CR 　 1例 ，
　 PR 　2例 ，

　 NC 　2例で あつ た ．

　2．HpD 局所投与群

　i）肉眼的効果

　局所塗布群 ：

　子宮頚癌 II期で は PRT 後 ， 3 日 目で腫瘍表面

は 薄 い 白苔 に お お われた が腫瘍 の 明 らか な縮小は

認め られ な か つ た ，

　CIS　 3例 は照射部に 粘液分泌物の 付着が多 くみ

られ ， 異常 コ ル ポ 所見 を示す病変部の 縮小が み ら

れた が 完全 な消失 は認め なか つ た．

　局注群 ：

　症例 10， 11は PRT 前 の コ ル ポ 診で病変部 は 外

子宮 口 よ り外側に あ り，頚管内病変は 確認で きな

か つ た ．PRT 後 ， 3 日 目で 病変部 は 白苔で お お わ

れ ， 鉗子で 容易に 剥離 された ，剥離後は異常 コ ル

ポ 所見 を認め なか つ た （写真 5 ）．症例 12，13，14

日産婦誌38巻 5号

写真 5　症例 10，PRT 後 ， 3 日 目の コ ル 潤象

写真 6　症例 10，PRT 後，3 日 目の 剥離組織の 組織像

　（HE 染色，× 200）

は PRT 前 の コ ル ポ診で 病変部は頚管内に も広が

つ て い た ．PRT 後 ， 3 日 目で病変部は 白苔に お お

わ れて い たが容易 に は 剥離せ ず ，
コ ル ポ診で も頚

管内に 白斑を認 め た ．

　ii）組織学的効果

　症例 10，11の剥離した 白苔は組織学的に は 浮腫

状の 壊死物質か ら形成 され ，

一部 に は 染色性 が失

われた 核 を有す る腫 瘍細胞 が 認 め られ た （写 真

6 ）．手術摘出標本 の 検索か らは 症例 10，11で は 腫

瘍の 残存は認め な か つ た．

　症例 12
，
13で は glandular　involvementと して

腫瘍 の 残存を 認め （写真 7 ）， 症例 14で は 子宮頚管

N 工工
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写真 7　症例 12，PRT 後，7 日 目の 組織矇．腫瘍 の 残

存は glandular　involv  ent と して 認 め られる ．

　 （HE 染色 ， × 100）

内に腫瘍の 残存を認め た ．

　 iii） 総合効果判定

　肉眼的お よ び組織学的効果 よ り， 局所塗布例で

は PR 　4例 ， 局注例で は CR 　2 例 ，
　PR 　3例 で あつ

た ．

　 3．副作用

　 副作用 として は 日焼け 症状が症例 1で軽度み ら

れ た が局所投与群で は み られな か つ た ．

　血液所見 ， 肝機能な どの 生化学的検査で は PRT

に よ る と考え られ る検査異常値を認め なか つ た．

　　　　　　　　　考　　察

　腫瘍親和性光感受性物質 と光 を用い た 癌 の 診

断 ， 治療の 歴史は RaabM ）
に 始ま り，Tomsoni6）は

感 受性物質 とし て ア ク リジ ン オ レ ン ジ を用 い た

PRT の 治療実験を 初め て 報告 し た ．　 Lipson　et

al。
13）

に よ つ て 開発 され た HpD は それま で の 感受

性物質 よ りも腫瘍親和性 お よび抗腫瘍効果に す ぐ

れて お り， 臨床応用 へ の 道を開 い た．

　1978年 ，
Dougherty　et 　al ．’）は 24症例 ，

113 ヵ 所の

皮下転移巣に 対し，ナ ト リ ウ ム ネ オ ン レ ーザ ーに

よ る PRT を施行し ， そ の うち ， 21症例 ， 98ヵ所 の

転移巣で CR を示 し
， 組織 型に よ つ て効果 の 違 い

は 認め られ なか つ た と報告 した．以来，本邦 に お

い て も肺癌，消化器癌 ， 膀胱癌な ど広 い 分野で 臨

床応用が試み られ て い る
3）11）12｝17）．婦人科領域 で は

CO2 お よび YAG レ ーザ ーを用 い た
，

ビ ラ ン
， 異形

成上皮 ， 上皮内癌 ，
コ ン ジ ロ

ー
マ な ど の 治療 に つ

い て の 報告は あ る が 1｝4）PRT に つ い て の 報告は 少

ない
15）．

　 PRT に よ る レ ーザー
光 の 利用 Vt　COzisよ び

YAG レ ーザ ーな どの 高 出力 の 器機 と違 い
， 光化

学反応に よ つ て 惹起 され る si   let　oxygen また

は hydroxyradicalに よ る酸化反応
6）10 ）で 腫瘍細

胞を変性 ， 壊死 に 至 らしめ る もの で ， その 詳 しい

作用機序 ， 臨床効果 に っ い て は 不 明な点が多 い ．

　 症例 1 ，2 の 外陰 癌 で は腫 瘍 は 単発 性 で 直径

3cm 以下 と比較的小 さく， 腫瘍表両は正常上 皮に

被われ ず，
ビ ラ ン 面を形成 し て い た．

　 PRT 後，1週 間で 腫瘍は か な り縮小 し ， 組織学

的に は特 異な壊死像を示 し て い た ． レ
ーザ ー照射

を受けた腫瘍中心部で は腫瘍細胞は ほ とん ど壊死

に 陥 り，
エ オ ジ ン 好性を示 し，核は 輪郭を示すだ

けで染色性は 全 く失わ れ て い た．壊死組織周辺に

は 出血
， 色素沈着の 他 に核が濃染萎縮した腫瘍細

胞 を認め ， pOtential　lethal　damageを受けた 細胞

と考え られ た．

　著者 ら5）が報告 し た in　vitro の 実験 で は PRT

に よ り培養細胞は レ ー
ザ

ー
照射直後よ り細胞 質の

著 し い 変性がみ られ ， 数時間後に は細胞質は ほ と

ん ど消失 し，今回の in　viVO とは 対 照的な変化 を

示 した．核に つ い て は in　vitro で PRT 後 ， 24時間

で濃染萎縮す る もの ， 淡染膨化す る もの などを認

め た が臨床例で も同様な変化を示す細胞が組織内

に認め られた ．これ らの 所見 の 違 い は 培養と い う

特殊な条件下 で 核 と細胞質 の 示す反応 が in　vivo

で は 組織間結合織や血 管， リ ン パ 管な どの よ り複

雑な環境 の 違 い か ら，
in　vitro とは違つ た 反応を

示 した もの と推察された
7），

　PRT 後， 1 日目の 細胞診で は核が濃染萎縮 した

細胞 と核が膨化 し
， 核内構造も失おれ ， 両染性を

示す細胞 が認め られ ， 組織像を反映 した所見 と考

え られた ．

　症例 3 の 外陰癌m 期で は 腫瘍は多発性 で腫瘍 の

大 きさも最大径4cm 以上 と大 き く， 腫瘍表面は ほ

とん ど正常上 皮に被わ れ て い た た め レ ーザ ー光 が

腫瘍細胞 に十分到達 しなか つ た と考え られ た．大

きな腫瘍 に 対 して は HpD の 取 り込 み の 問題 と と

も に レ ーザ ー光の 組織浸達性に限界が あるた め効

果が あま り期待 で きな い ．
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　Dougherty　et　al．’）は 色素の 多い 腫瘍 ，
血 管 の 豊

富な腫瘍 ， 大 きな腫瘍 に 対 し て は，HpD 投与量 の

増量 ，
レ
ー

ザ
ー

照射量 の増加な ど， よ り aggresive

な治療 の 必要 性を説 い て い る．また ， 腫瘍 内 に

needle を介し て optical　fiberを差 し込み ， 腫瘍内

深 く， 光を透過 させ る こ とに よつ て 効果 も改善 さ

れ る と推奨 して い る
7）8），

　症例 4 の ペ ージ ェ ッ ト病 で は PRT に よ り NC

で あつ た が ペ ージ ェ ヅ ト病の 場合 ， 上皮内腫瘍で

あるた め ， HpD の 取 り込み とそ の retension に 問

題が あ り， 十分な レ ーザ ー
照射に も効果がみ られ

なか つ た と考 え られた．

　症例 5 は II期 の 腟癌で腫瘍 の 大 きさは 2　x　3cm ，

深さ は 内診か ら1  以下 と考え られ ， 鼡径部や 子

宮旁結合織 に は腫瘍 の 存在 は 触知 されな か つ た．

Soma 　et　a1．15）は 同様な腟癌症例 に 対し て PRT を

施行 し ， 腫瘍の 完全消失をみ た と報告してお り，

手術や放射線治療 の 困難な腟癌症例に対 し て は 有

望な治療法 と期待 され る．

　PRT に よ つ て は 血液所見，血 液化学，凝固系な

どに影響は ない とい わ れ て お り
7）

， 今回 の 症例 で

も こ れ ら に 異常は み られ な か つ た．

　 PRT に よる副作用 として 臨床上，問題 となる の

は 光線過敏症 で あ り，Do   herty　et　al．7〕は PRT

25例 中 6例 に 第 2 度 の 火傷が み られ た が 症状は

2 〜 3 日で 消失 し ， 長期間に わた る合併症 はな か

つ た と い う．し か し ， 臨床応用に あた つ て は患者

へ の 十分 な説明， 1 ヵ 月以上 直射 日光を避 ける こ

とな どが必要で ある．

　そ こ で今回 ，
HpD の 局所投与を試 みた わ けで あ

るが文献上で は 局所投与の 報告は み られ な い ．

　腫瘍表面か ら HpD が どの 程 度取 り込 まれ る か

今後の 検討が必 要 で ある が
， 今 回 の PRT で は 4

例 と も PR を示 した．症例 6の 子宮頚癌 II期の 組

織学的検索で は 表面 の 腫瘍細胞 は壊死 に 陥 り， 腫

瘍周辺の 正 常頚管腺細胞 も表層よ り深い 部分で 変

性像がみ られ るな ど特 異な所見を示 した ．こ の 変

化 は 温熱効果 に よ る もの で は な い こ と は 温熱 の 効

果を よ り受 ける表層 の 腺細胞で は変化がみ られ な

い こ とか らも明 らか で ある
5）
．

　HpD の 局注に よ り
，
上皮内癌の 腫瘍細胞に どの

程度 HpD が取 り込 まれ るか は 明 らか で は な い が

PRT に よ り腫瘍組織は 白苔 とな り， その 組織像か

らも PRT の効果が明らか に 認め られ た．しか し ，

手術摘出標本の検索で は 5例中PR 　3例 ，　CR　2例

と治 癒率 は 40％ に と どま り， CO2や YAG レ ー

ザ ーに よる、dy6plasiaの 治癒率
1，），4｝と比較 し て 満足

の い くものでは なP）
つ 起．P艮を示 した症例 で は

glandular　iロvolvelnept 、とし；Cl腫瘍の 残存を認め

た もの が 2例 ， 頚管内に残存を認め た もの が 1例

あ り，
レ ーザ ー

光 の 組織浸達性 の 限界 と と もに

PRT の 適応症例 の 選択 が臨床応用に 際し，重要で

ある こ とが示唆 された．

　放射線治療 ， 化学療法な どは 手術療法 と ともに

癌治療の 中心で あるが無制限に 行 うとこ とは で き

ず，また ， そ の 副作用は 無視 しえるもの で は ない ．

患者に とつ て は癌以上 の 障害 となる こ ともある．

長期的に は 放射線の 影響に よ り二 次的に 発癌 の 可

能性 もあ り，厳重な follow−up が必要 とされる．こ

の 点，PRT は く り返 し 行 うこ とが で き，直接

DNA 障害 を 起 こ さな い とい わ れ て お り
10）

，
　 in

vitro の 突然変異原性 の 実験
1°｝で も放射線 の 10分

の 1 以下 と発癌性 も放射線 よ り ， 非常に低 い と報

告されて い る．しか し ， 紫外線 と皮膚癌の 関係 も

あ り ， 照射部の 皮膚に対 し て は 十分注意 しなけれ

ば な らない ．

　以上 ， PRT に よる皮下悪性腫瘍 に 対す る 治療は

他 の 治療に な い す ぐれた特性を有す る．しか し ，

現段 階で は HpD の 取 り込み の 問題 と ともに レ
ー

ザ ー光 の組織浸達性の 限界に よる効果の 不 確実性

の ため ，手術，放射線療法 ， 化学療法の 行えない

上皮内悪性腫瘍が適応 となろ う．

　今後は 腫瘍組織 を 気 化す る CO2，
　YAG レ

ー

ザ ーの 併用 に よ る PRT の 効果促進 ， 適応症例 の

選択， よ りす ぐれた腫瘍親和性光感受性物質お よ

び レ ーザ ー器機の 開発に よ り，癌治療の
一

分野 と

し て ，発展が期待 され る．

　本論文 の 要旨は 第36回 日本産 婦 人科 学 会 学 術 講 演 会 に て

発表 し た．

　な お本 研 究 は厚生省が ん研究助成金，56− 5 早 田 班 に よ

つ て な され た 研究 の
一

部で あ る，
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